
※グロイン ： ピクテ･グローバル･インカム株式ファンド ( 1年決算型 )　

秋田銀行 × ピクテ 資産運用オンラインセミナー

2023 2.17 Fri 19:00 -19:45

秋田銀行と世界有数の金融立国スイスに起源を持つピクテがお届けする
「秋田銀行 × ピクテ 資産運用オンラインセミナー」。

本セミナーでは、「ピクテが考える����年の市場見通しと投資戦略」及び
「ピクテ・グローバル・インカム株式ファンド（�年決算型）の魅力」について

投資のプロフェッショナルが解説します。
また、同ファンドに関連して、秋田県の森吉山ブナ林の再生を目的とした
寄附事業についてもご紹介いたします。

ピクテが考える����年の市場見通し
及び地域貢献に資する「グロイン」※

のご紹介



秋田銀行 × ピクテ  資産運用オンラインセミナー

ピクテが考える����年の市場見通し
及び地域貢献に資する「グロイン」のご紹介

����年 �月��日（金）��:�� ~��:��
無料（事前申込制）
視聴URLは事前申込をいただいた方に限り、メールで送信させていただきます。

開催日時
参加費
視聴方法

Speaker

塚本 卓治
ピクテ・ジャパン株式会社
運用・商品本部 投資戦略部長

日系証券会社にて債券およびデリバティブ業務に従事した後、外資系運用会社および日系
ファンド・リサーチ会社にて投資信託のマーケティングを担う。通算20年以上にわたり運用
業界で世界の投資環境を解説。ピクテではプロダクト・マーケティング部長等を経て、現
職。経験豊富なストラテジストが揃う投資戦略部を統括する傍ら、自らも全国の金融機関
や投資家を対象に講演を行う。マサチューセッツ工科大学（経営学修士）、日本証券アナリ
スト協会検定会員(CMA)、日本テクニカルアナリスト協会認定テクニカルアナリスト

お申込みはWEBから ※お電話でのお申込は受け付けておりません。

Step 3

「個人情報保護方針」に同意するへ
チェックをつけていただき、

送信するとお申込み完了

お申込み完了後、受付完了メール
が届きます。メール本文にて、
セミナー当日の視聴用URLを
ご連絡させて頂いています。

個人情報保護方針に同意する

※確認の上□ボックスへチェック！

送信

お申込みフォームに
必須項目を入力

Step 2

一般の方

銀行・信託銀行・郵便局の方

証券会社の方

その他金融機関（IFA・機関投資家含む）・報道関係者

姓 名

セイ メイ

電話番号

メールアドレス

生年

※該当する項目へ
　チェック！

ピクテのお申込みページに
アクセス

Step 1

https:// bit.ly/ 3Csgbix

投資リスク：ファンドは実質的に株式等に投資しますので、「株式投資リスク（価格変動リスク、信用リスク）」「為替変動リスク」などの要因で基準価額が変動し、投資元本を割りこむことがあります。
ファンドの費用：【購入時手数料】上限3.85％（税抜3.5％）【保有期間中に間接的にご負担いただく費用】実質最大年率1.81%（税抜1.7%）程度（内訳には、ファンドの信託報酬年率1.21%（税抜
1.1％）に加え、投資対象ファンドの運用管理費用最大年率0.6%が含まれております。）。このほかに信託事務に要する諸費用（純資産総額の年率0.055%（税抜0.05%）相当を上限とした額）等があ
ります。※当該費用の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。※詳しくは、「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧く
ださい。
当資料をご利用にあたっての注意事項等：●本セミナーにおいて、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。●当資料はピクテ・ジャパン株式会社が作成した販売用資料であり、
金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。取得の申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）等の内容を必ずご確認の上、ご自身でご判断くださ
い。●投資信託は、値動きのある有価証券等（外貨建資産に投資する場合は、為替変動リスクもあります）に投資いたしますので、基準価額は変動します。したがって、投資者の皆さまの投資元本が
保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。●運用による損益は、すべて投資者の皆さまに帰属します。●当資料は信頼できると考えら
れる情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性、使用目的への適合性を保証するものではありません。●当資料中に示された情報等は、作成日現在のものであり、事前の連絡なしに変
更されることがあります。●投資信託は預金等ではなく元本および利回りの保証はありません。●投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではあ
りません。●登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。●当資料に掲載されているいかなる情報も、法務、会計、税務、経営、投資その他に係る助言を
構成するものではありません。

ピクテ・ジャパン株式会社
金融商品取引業者関東財務局長（金商）第380号
加入協会：一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、日本証券業協会

株式会社秋田銀行
登録金融機関 東北財務局長(登金)第2号
加入協会：日本証券業協会


